
　資料２－１　　　

令和６年度第１回評価委員会における主な意見の概要
（目標本文の修正に係るご意見）
1． 高専に関する目標について
· 　高専と大学が一緒になってシナジー効果が出そうなところ、目標本文がありきたりになってしまっていて、もったいない印象。高専のいいところを大学と一体化することによって、もっと良くしていくことが高専としてもすごく意味がある。そういう面で高専に期待することをもう少し書けるのではないか。






· 　ご意見を踏まえ、第２の６、高専に関する目標の（１）「大学との連携強化による取組等」において、高専と大阪公立大学の相乗効果の発揮について追記修正いたしました。

2． ＤＸの推進・柔軟な働き方に関する取組について
· 　女性の活躍やダイバーシティのためには、柔軟な働き方の実現が重要で、そのためにはデジタル技術の活用など、ＤＸが必要。
全体を通じて「柔軟な働き方」といったキーワードが見当たらないが、記載してはどうか。ご検討いただきたい。
また、その際、病院でも働き方改革が推進されて、法人全体として病院も取り残されないよう、ご検討いただきたい。








· 　ご意見を踏まえ、法人運営に関する目標である、第３の２、人事・組織において、「多様で柔軟な働き方の推進」に関する文言を追記修正いたしました。

3． コンプライアンスに関する目標について
· 　第１期中期目標では、「人権尊重及びコンプライアンス」の項目があったが、第２期中期目標ではこの項目がなくなっている。重要な項目だと思うが、これを外して良いか。
· 　人権尊重については、言葉が変わった形で内容的には入っているが、コンプライアンスは抜いてはいけないと思う。ガバナンス、コンプライアンス、リスクマネジメントの３つが関わって全体として組織が正常になると思う。コンプライアンスが強く求められている今の時代に、明示されていないのは良くないと思う。ご検討いただきたい。








· 　ご意見を踏まえ、第６の１を「コンプライアンス及びリスクマネジメント」に修正し、「法令等に基づく適切な業務管理や研究公正など、コンプライアンスを推進するための取組を強化する」旨を目標として追記いたしました。
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